
令和３年第３回取手市議会定例会議事日程（第１号）

令和３年９月１日（水）午前１０時開議

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告

日程第４ 承 認 第 ７ 号 令和３年度取手市一般会計補正予算（第７号）の専決処分

の承認について

日程第５ 議案第４７号 ３社総交公区第１－１号取手駅西口ペデストリアンデッキ

整備工事請負契約の締結について

日程第６ 議案第４８号 令和３年度取手市一般会計補正予算（第８号）

日程第７ 同意案第４号 取手地方公平委員会委員の選任に関する同意について

同意案第５号 取手地方公平委員会委員の選任に関する同意について

同意案第６号 取手地方公平委員会委員の選任に関する同意について

日程第８ 諮 問 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

諮 問 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

日程第９ 議案第４６号 取手市政治倫理条例の一部を改正する条例について

日程第 10 議案第４９号 令和３年度取手市一般会計補正予算（第９号）

日程第 11 議案第５０号 令和３年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計補正予

算（第１号）

議案第５１号 令和３年度取手市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）

議案第５２号 令和３年度取手市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）

議案第５３号 令和３年度取手市介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第 12 報告第 ８号 令和２年度取手市一般会計継続費精算報告書について

報告第 ９号 令和２年度取手市健全化判断比率について

日程第 13 認定第 １号 令和２年度取手市一般会計決算の認定について

日程第 14 認定第 ２号 令和２年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計決算の

認定について

認定第 ３号 令和２年度取手市国民健康保険事業特別会計決算の認定に

ついて

認定第 ４号 令和２年度取手市後期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて

認定第 ５号 令和２年度取手市介護保険特別会計決算の認定について

認定第 ６号 令和２年度取手市競輪事業特別会計決算の認定について

認定第 ７号 令和２年度取手地方公平委員会特別会計決算の認定につい

て



日程第 15 請願第２２号 取手市と龍ケ崎市・利根町の図書館相互利用協定推進を求

める請願

請願第２３号 議会図書室の整備促進を求める請願

請願第２４号 傍聴席を市民席と改名する事を求める請願

請願第２５号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政

府予算に係る意見書採択を求める請願

日程第16 新型コロナウイルス感染症およびワクチン接種に関する件



地方自治法第１２１条により令和３年第３回定例会への出席を求めた者及び委任を受けた説明員

１．出席を求めた者
取 手 市 長 藤 井 信 吾

取 手 市 教 育 長 伊 藤 哲

取 手 市 農 業 委 員 会 会 長 倉 持 光 男

２．委任を受けた説明員

副 市 長 吉 田 雅 弘

総 務 部 長

選 挙 管 理 委 員 会 書 記 長
鈴 木 文 江

政 策 推 進 部 長 井 橋 貞 夫

財 政 部 長 牧 野 妙 子

福 祉 部 長 稲 葉 芳 弘

健 康 増 進 部 長 大 野 安 史

ま ち づ く り 振 興 部 長 野 口 昇

建 設 部 長 前 野 拓

都 市 整 備 部 長 齋 藤 嘉 彦

会 計 管 理 者 倉 持 和 子

総 務 部 次 長

安 全 安 心 対 策 課 長 事 務 取 扱
斉 藤 理 昭

福 祉 部 次 長

障 害 福 祉 課 長 事 務 取 扱
加 藤 輝 代

福 祉 部 次 長

子 育 て 支 援 課 長 事 務 取 扱
飯 野 恵 久 子

ま ち づ く り 振 興 部 次 長

環 境 対 策 課 長 事 務 取 扱
石 塚 幸 夫

建 設 部 次 長

管 理 課 長 事 務 取 扱
森 田 正 和

都 市 整 備 部 次 長

都 市 計 画 課 長 取 扱
渡 来 真 一

総 務 部 総 務 課 長

選挙管理委員会書記長補佐
澤 部 慶

人 事 課 長 軽 部 幸 雄

情 報 管 理 課 長 大 久 保 益 雄

市 民 協 働 課 長 佐 藤 睦 子

市 民 課 長 稲 村 忠 弘

取 手 支 所 長 藤 原 敏 幸

藤 代 総 合 窓 口 課 長 金 子 秀 明

総 務 課 副 参 事 松 崎 剛

安全安心対策課副参事 鈴 木 和 彦

政 策 推 進 部 政 策 推 進 課 長 彦 坂 哲

秘 書 課 長 丸 山 博

魅力とりで発信課長 立 野 啓 司

文 化 芸 術 課 長 飯 山 貴 与 子

政 策 推 進 課 副 参 事 髙 中 誠

財 政 部 財 政 課 長 中 村 有 幸

管 財 課 長 鈴 木 正 美

公 共 施 設 整 備 課 長 原 部 英 樹

課 税 課 長 橋 本 直 樹

納 税 課 長 三 浦 雄 司

福 祉 部 社 会 福 祉 課 長 下 田 浩

高 齢 福 祉 課 長 秋 山 和 也

高 齢 福 祉 課 副 参 事 井 橋 久 美 子

障 害 福 祉 課 副 参 事 鈴 木 哲 也

健 康 増 進 部 健康づくり推進課長 樋 口 康 代

国 保 年 金 課 長 木 村 太 一

保 健 セ ン タ ー 長 助 川 直 美

ま ち づ く り

振 興 部

産 業 振 興 課 長 海 老 原 輝 夫

農 政 課 長 川 村 昭 彦

環 境 対 策 課

環 境 政 策 室 長
大 隅 正 勝

火葬場組合事務局長 牧 野 孝 浩

建 設 部 道 路 建 設 課 長 榎 根 本 嗣 郎

排 水 対 策 課 長 飯 塚 稔

水 と み ど り の 課 長 森 川 和 典

道 路 建 設 課 副 参 事 渡 辺 光 明

都 市 整 備 部 建 築 指 導 課 長 田 中 健 士

中心市街地整備課長 飯 竹 永 昌

区 画 整 理 課 長 浅 野 和 生

都 市 計 画 課

都 市 政 策 推 進 室 長
中 村 大 地

取 手 市 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 長 小 池 健

取 手 市 代 表 監 査 委 員 石 橋 大 輔

取 手 地 方 公 平 委 員 会 委 員 長 高 坂 明 夫



教 育 委 員 会 教 育 部 長 田 中 英 樹

教 育 参 事 森 田 哲 夫

教 育 次 長

教育総務課長事務取扱
大 手 勉 志

学 務 課 長 直 井 徹

保 健 給 食 課 長 大 野 篤 彦

指 導 課 長 大 越 茂

指 導 課 長

教育総合支援センター長
松 戸 孝 泰

生 涯 学 習 課 長 染 谷 和 之

子 ど も 青 少 年 課 長 香 取 美 弥

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 豊 島 寿

図 書 館 課 長 長 塚 逸 人
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令和３年第３回取手市議会定例会会期日程

※新型コロナウイルス感染症の感染が拡大した場合に備え、通常よりも長めの10月１日までを会

期としております。ただし、９月17日までに議了したときには、議決し、閉会する予定です。

日次 期 日 曜日 会 議 時 刻 議 事

１ ９／１ 水 本会議 午前10時

開会、議案上程・提案理由説明

議案質疑・付託

一部議案討論・採決

請願上程・説明・質疑・付託

２ ９／２ 木 本会議 午前10時
一般質問（海東・金澤・小堤・久保田・染谷・

石井・関川・佐藤・加増・落合議員）

３ ９／３ 金 休 会 議事整理日

４ ９／４ ○土 休 会

５ ９／５ ○日 休 会

６ ９／６ 月 休 会 議事整理日

７ ９／７ 火 本会議 午前10時
一般質問（根岸・鈴木・小池・細谷・赤羽・

関戸・山野井・遠山議員）

８ ９／８ 水 委員会 午前10時 総務文教常任委員会（オンライン）

９ ９／９ 木 委員会 午前10時 福祉厚生常任委員会（オンライン）

１０ ９／10 金 委員会 午前10時 建設経済常任委員会（オンライン）

１１ ９／11 ○土 休 会

１２ ９／12 ○日 休 会

１３ ９／13 月 委員会 午前10時
一般会計決算・予算審査特別委員会

（オンライン）

１４ ９／14 火 委員会 午前10時
一般会計決算・予算審査特別委員会

（オンライン）

１５ ９／15 水 委員会 午前10時
一般会計決算・予算審査特別委員会

（オンライン）

１６ ９／16 木 委員会 午前10時 議会運営委員会（オンライン）

１７ ９／17 金 本会議 午前10時 委員長報告・質疑・討論・採決

９／18

～９／30
休 会 議事整理日

３１ 10／１ 金 本会議 午前10時 閉会



令和 3年 8月 27 日

取手市議会議長 殿

取手市議会議員 関戸 勇

一部事務組合議会の報告

常総地方広域市町村圏事務組合議会について、議員として下記のとおり出席しましたので、

その概要について報告いたします。

記

１．日時 令和 3年 6月 22 日

２．会議の名称 令和 3年度第 2回全員協議会及び令和 3年度第 1回臨時会

３．内容 下記のとおり。

令和 3年度第 2回全員協議会で審議した案件

１．常総地方広域市町村圏事務組合議会議長の選挙について

２．管理者等の損害賠償責任の一部免責に関する条例（案）について

３．常総運動公園・常総広域地域交流センター管理運営事業者募集について

４．災害時における消防活動の協力に関する協定について

５．ホワイトシャッター事業について

案件３について

常総運動公園と常総広域地域交流センターの指定管理者制度と常総運動公園の一部区域の

公募設置管理制度（※P－PFI）を活用して、管理運営を令和 4年 4月 1日より進めるために

管理運営事業者を募集する。

※P-PFI とは指定する区域に運動施設や飲食・売店等の便益施設等の公募対象公園施設を設

置及び管理するとともに、特定公園施設等の整備及び管理運営を行います。

案件４について

火災・救急・救助等の災害時における建設重機による協力体制強化を図ることを目的として

定めている「火災現場等の消防活動支援に関する業務委託協定」を見直し、協力要請区域を

当消防本部の管轄区域全体に拡大し、秘密保持の明確化及び有効期限を継続した。

令和 3年度第 1回臨時会で審議した案件

選挙第 1号・常総地方広域市町村圏事務組合議会議長の選挙について

承認第 1号・専決処分事項の承認を求めることについて（常総地方広域市町村圏事務組合職



員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例）

承認第 2号・専決処分事項の承認を求めることについて（令和 2年度常総地方広域市町村圏

事務組合一般会計補正予算 第 7号）

報告第 1号・令和 2年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計繰越明許費について

議案第 7号・室内温水プール改修工事請負契約の締結について

議案第 8号・守谷消防署庁舎及び訓練施設改修工事請負契約の締結について

議案第 9号・化学消防ポンプ自動車の取得について

選挙第 1号について

中村安雄議長が常総市議会議長に就任し議長職を辞任したことから新たに常総市議会選出

の中村博美議員を議長に選出しました。

議案第 7号について

請負契約の目的は経年劣化に伴う損傷個所など室内温水プールの改修工事です。

条件付一般競争入札の結果、令和建設株式会社が３２７，２５０，０００円で落札。

工期は契約確定日(議会可決日)から令和４年３月３１日まで。

議案第 9号について

水街道消防署の化学消防ポンプ自動車は平成 8年 3 月に配備されてから 25 年が経過し、車

両故障がしばしば発生、修理部品の調達が困難な状況のため更新することに。

指名競争入札に８者が応札、株式会社モリタ東京支社が８２，５００，０００円で落札。

承認第 1号・第 2号・議案 7号・8号・について質疑があり、いずれの案件も全員賛成で可

決されました。



令和３年9月1日

取手市議会議長 殿

取手市議会議員 根岸 裕美子

一部事務組合議会の報告

茨城県南水道企業団 について、議員として下記のとおり出席しましたので、その概要につい

て報告いたします。

記

1. 日時 令和3年7月1日

令和3年7月16日

2. 会議等名称 議員全員協議会

第2回定例会

3. 内容 下記のとおり。

○ 令和3年7月1日 議員全員協議会

令和4年4月の料金改定についての詳細説明があった。

○ 令和3年7月16日 第2回定例会

・提出議案

議案番号 件名 議決結果

議案第1号

茨城県南水道企業団水道事業給水条例の一部を改正する条例について

【議案概要】

・現行の用途別料金体系から口径別料金体系に変更し、基本水量制も口

径ごとに基本料金を設定し、従量料金と合わせて徴収する

・逓増制従量料金を導入し、逓増率を1.7程度を導入

・料金改定率：平均約23％の値上げ・・・詳細別紙参照のこと

【質疑】3名の議員が質疑した

原案可決

議案第2号

令和３年度茨城県南水道企業団水道事業会計補正予算（第１号）につい

て

【議案概要】

令和３年度中に契約を行い、令和４年４月から実施する各業務委託の債

務負担行為について、期間及び限度額を定めるもので、量水器検針、交

換、開閉栓事務業務委託等、計４件を計上。

【質疑】なし

原案可決



・4名の議員が、一般質問を行った

議案第3号

令和２年度茨城県南水道企業団水道事業会計決算の認定及び剰余金の

処分について

【議案概要】

・給水戸数：10万9,522戸 給水人口：24万2,276人 普及率：85.63％

年間総給水量：2,601万4,025立方メートル 有収率：92.11％

・損益勘定：総収益税込み63億319万9,369円、総費用税込み56億

5,421万6,819円、税抜き損益は３億9,644万1,223円の純利益

・資本的収支勘定：収入：税込み12億7,075万9,136円、支出：税込

み29億4,173万948円、翌年度への繰越し工事資金110万6,235円を

除く資本的収入額が、資本的支出額に不足する額16億7,207万8,047

円は、過年度分損益勘定留保資金13億2,304万94円、繰越工事資金

223万1,675円、減債積立金4,228万7,484円及び消費税及び地方消費

税資本的収支調整額３億451万8,794円で補塡

・剰余金処分案：未処分利益剰余金４億3,872万8,707円全額を資本金

へ組入れ

【質疑】2名の議員が質疑した

認定

報告第1号

令和２年度茨城県南水道企業団水道事業会計継続費精算書の報告につ

いて 報告

報告第2号

令和２年度茨城県南水道企業団水道事業会計予算繰越計算書の報告に

ついて 報告

報告第3号

地方公共団体の財政健全化法に係る公営企業会計の資金不足比率に関

する報告について 報告

請願第1号

水道料金の値上げをしないことを求める請願書について（署名数9,536

筆）

請願項目

１，水道料金の値上げはおこなわないこと

２．茨城県との契約水量を見直し、県水の値下げを求めること

３．国に対し施設の更新などへの補助率を上げるよう求めること

不採択

（修正動議）

茨城県南

水道企業団水道事業給水条例の一部を改正する条例についてに対する

修正動議

【動議概要】

・料金改定率：平均約23％値上げを19.2％に修正詳細別紙参照のこと

【質疑】3名の議員が質疑した

否決



参考資料

原案修正案対照表

原 案 修正案

料金 料金

口径

（ミリメ

ートル）

基本料金 従量料金（使用水量１立方メートルにつき）

13 1,560円 10 立方

メート

ルまで

の 分

25円

10 立方

メート

ルを超

え 20 立

方メー

トルま

での分

220円

20 立方

メート

ルを超

え 40 立

方メー

トルま

での分

280円

40 立方

メート

ルを超

え 60 立

方メー

トルま

での分

330円

60 立方

メート

ルを超

え100立

方メー

トルま

での分

370円

100立方

メート

ルを超

える分

380円

20 1,710円

25 2,750円

30 4,080円

40 7,350円

50 11,670円

75 27,850円

100 50,400円

150 120,000円

臨時用
使用水量１立方メートルまで

700円

超過料金（使用水量１立方メートルに

つき）700円

口径

（ミリメ

ートル）

基本料金 従量料金（使用水量１立方メートルにつき）

13 1,560円 10 立方

メート

ルまで

の 分

10円

10 立方

メート

ルを超

え 20 立

方メー

トルま

での分

220円

20 立方

メート

ルを超

え 40 立

方メー

トルま

での分

280円

40 立方

メート

ルを超

え 60 立

方メー

トルま

での分

330円

60 立方

メート

ルを超

え100立

方メー

トルま

での分

370円

100立方

メート

ルを超

える分

380円

20 1,710円

25 2,750円

30 4,080円

40 7,350円

50 11,670円

75 27,850円

100 50,400円

150 120,000円

臨時用
使用水量１立方メートルまで

700円

超過料金（使用水量１立方メートルに

つき）700円



令和３年 8 月 27 日

取手市議会議長 殿

取手市議会議員 石井めぐみ

一部事務組合議会の報告

龍ケ崎地方衛生組合議会 について、議員として下記のとおり出席しましたので、

その概要について報告いたします。

記

１．日時 令和 3年 7月 7 日、令和 3年 7月 12 日

２．会議等名称 令和 3年第 2回全員協議会、

令和 3年第 1回龍ケ崎地方衛生組合議会臨時議会

３．内容

○令和 3年第 2回全員協議会

（１）令和 3年第 1回組合議会臨時会提出予定案件について

議案第 1号 龍ケ崎地方衛生組合監査委員の選任について

（２）令和 2年度龍ケ崎地方衛生組合の課題に対する取り組み及び令和 3年度龍

ケ崎地方衛生組合の課題について

（３）新組合（3組合の統合・複合）の骨子（案）について

○令和 3年第 1回龍ケ崎地方衛生組合議会臨時議会

議案第 1号 龍ケ崎地方衛生組合監査委員の選任について

議案第 1号は可決しました。









令和３年 8 月 27日

取手市議会議長 殿

取手市議会議員 結城 繁

一部事務組合議会の報告

茨城県後期高齢者医療広域連合議会 について、議員として下記のとおり出席しましたので、そ

の概要について報告いたします。

記

１．日時 令和３年7月29日

２．会議等名称 第１回臨時会

３．内容 下記のとおり。

茨城県後期高齢者医療広域連合議会臨時会が水戸市役所７階水戸市議

会全員協議会室で開催された。

この会議によって

議長 水戸市議会 須田浩和議員

副議長 茨城町議会 田家 勇作議員

両名が選任された。

議案第７号は茨城県後期高齢者医療広域連合監査委員の選任の同意を

求めることについてで大洗町議会議員の坂本純治議員が承認された。



令和３年 8 月 27 日

取手市議会議長 殿

取手市議会議員 結城 繁

一部事務組合議会の報告

茨城県後期高齢者医療広域連合議会 について、議員として下記のとおり出席しましたので、そ

の概要について報告いたします。

記

１．日時 令和３年8月25日

２．会議等名称 第2回定例会

３．内容 下記のとおり。

茨城県後期高齢者医療広域連合議会定例会が水戸市笠原町茨城県市町

村会館で開催された。

上程された議案は議案８号から議案１１号まで４件

認定第１号一件、報告第２号から報告３号の２件

議案第８号令和３年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予

算（第一号）歳入歳出予算の総額から、それぞれ27､304千円を減額し

て歳入歳出予算の総額をそれぞれ1､053､183千円とする。

全員賛成で可決

議案第9号令和3年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特

別会計補正予算（第1号）歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ

15､987､170千円を追加し歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ359､

598､122千円とする。

全員賛成で可決

議案第10号、議案第11号は損害賠償の訴えの提起について

全員賛成で可決



認定第一号令和2年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会計及び同

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

賛成多数で認定

報告第2号と報告第3号は専決処分の報告及び承諾を求めることについ

て

全員賛成可決

詳細は資料を議会事務局において置きますのでご参照ください。



取市発第２５４号

令和３年８月２６日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

取手市長 藤 井 信 吾

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づく専決処分について（報告）

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき，議会の議決により指定された市長の

専決処分事項として下記のとおり専決処分しましたので，同条第２項の規定により報

告します。

記

専決処分第１３号 損害賠償の額を定め和解することについて

（事故後の対応）事故発生時の状況を再度点検し，打撃練習についてはバックネット

側から行うよう指導を徹底しました。



専決処分第１３号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて，地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき，議会の議決により指定された市長の専決処分事項として，次のとお

り専決処分する。

令和３年８月１７日

取手市長 藤 井 信 吾

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により，市が管理する

学校における事故による損害について，次のとおり賠償し，和解するものとする。

１ 相手方 （住所）○○○○○○〇○○〇

（氏名）○○○○○

２ 事故の概要

令和３年６月１８日午後５時４０分頃，取手市立取手第二中学校において，部

活動中に生徒が打った野球ボールがネットを越え，同校敷地外の県道を走行して

いた相手方所有の自動車のボンネットが損傷したものである。

３ 損害賠償額 １６６，７２７円（過失割合 市１００：相手方０）



取 議 発 第 ４ ８ 号

令和３年 ８月３１日

議員各位

取手市議会議長

齋 藤 久 代

議員派遣の件

地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６７条第１項ただし

書きの規定により，下記のとおり議員を派遣したので報告する。

記

（１）

・派遣目的 全国地方議会サミット 2021 参加のため

・派遣場所 東京都新宿区

・派遣期間 令和３年７月７日～８日（２日）

・派遣議員 齋藤久代（議長）

（２）

・派遣目的 茨城県南市議会議長会定例会出席のため

・派遣場所 石岡市

・派遣期間 令和３年７月 12 日（１日）

・派遣議員 齋藤久代（議長）、結城 繁（副議長）



取市発第２６４号

令和３年８月３１日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

取手市長 藤 井 信 吾

議案添付資料及び令和２年度決算報告書の一部訂正について

令和３年８月２５日付け取市発第２５０号にて送付した「議案第４７号 ３社総

交公区第１－１号取手駅西口ペデストリアンデッキ整備工事請負契約の締結につい

て」に資料として添付した施工箇所図及び「認定第１号 令和２年度取手市一般会

計決算の認定について」に資料として添付した令和２年度決算報告書の一部に誤記

箇所がありましたので，下記のとおり訂正してくださいますようお願い申し上げま

す。

記

１ 「議案第４７号 ３社総交公区第１－１号取手駅西口ペデストリアンデッキ整備

工事請負契約の締結について」に資料として添付した施工箇所図

別紙のとおり差し替えをお願いいたします。

２ 「認定第１号 令和２年度取手市一般会計決算の認定について」に資料として添

付した令和２年度決算報告書

別紙正誤表のとおり訂正をお願いいたします。





令和２年度決算報告書 正誤表

次の表の訂正前の欄に掲げる内容を同表の訂正後の欄に掲げる内容に訂正願います。

（下線部分が訂正箇所です。）

※427 ページの表の訂正については，420 ページ １行目「２ 総務費 １ 総務管理費

会計年度任用職員等に関する経費」（198,000 円）の加算がなされていなかったことに伴う

訂正です。

訂正前（対応する訂正後の欄はこの欄の次に記載）

7ページ 歳入の状況中

国庫支出金が１２７億９，１１６万４千円の増となっているが、主に特別的額給付金事業

１０７億１，９７７万３千円によるものである。

140 ページ 2201 民間保育園運営に要する経費の部分中

補助金内訳 2 【保育所、事業所内保育所】※藤代駅前ナーサリースクールは H31 年 4 月開

園の保育所。H30 年度補助金は開設に係る補助金

427 ページ 新型コロナウイルス感染症対策経費一覧（一般会計）の表中

（単位：千円）

合 計 13,455,310 12,632,871 1,027,699 102,400 690,895 29,144

訂正後（対応する訂正前の欄はこの欄の前に記載）

7ページ 歳入の状況中

国庫支出金が１２７億９，１１６万４千円の増となっているが、主に特別定額給付金事業

１０７億１，９７７万３千円によるものである。

140 ページ 2201 民間保育園運営に要する経費の部分中

補助金内訳 2 【保育所、事業所内保育所】

427 ページ 新型コロナウイルス感染症対策経費一覧（一般会計）の表中

（単位：千円）

合 計 13,455,508 12,632,871 1,027,699 102,400 690,895 29,342



承認第７号 令和３年度取手市一般会計補正予算（第７号）の

専決処分の承認 質疑通告一覧表

令和３年第３回定例会

質疑

順位
質疑者

質疑事項

（一般補正予算に係る事項）

質疑要旨

（質疑事項について具体的に記入）

議案書の

ページ等

１ 関戸 勇

議 員

委託料について １ ボックスカルバートの清掃は1か所

か

２ 点検はどのようにしていたのか

議案書P４

２ 久保田真澄

議 員

双葉第一ポンプ場水位

計、リレー交換について

１ 水位計、リレー交換は不具合なの

か。交換時期なのか

２ それぞれの耐用年数は

議案書P４



議案第４８号 令和３年度取手市一般会計補正予算（第８号）

質疑通告一覧表

令和３年第３回定例会

質疑

順位
質疑者

質疑事項

（一般補正予算に係る事項）

質疑要旨

（質疑事項について具体的に記入）

議案書の

ページ等

１ 関戸 勇

議 員

新型コロナウイルスワク

チン接種について

１ 28,000人の対象者で接種を希望す

る人数をどの程度見込んでいるか

２ 11月末までで終了する予定か

３ リボンとりでを使う場合、駐車場は

どうなるのか

４ 接種を希望する高齢者で未接種の

方への対応は

５ ２回ともファイザー社製か

議案書P６

２ 染谷和博

議 員

新型コロナウイルスワク

チン接種の推進について

１ ウェルネスプラザからリボンとり

でへの変更理由

議案書P６

３ 根岸裕美子

議 員

予防接種に要する経費に

ついて

１ コールセンターの業務委託料2,034

万1千円の積算根拠

２ これまでのコールセンターの体制、

取扱件数、相談件数、その他特筆すべ

き事項

３ リボンビルの接種会場の概要

議案書P６



議 案 付 託 表

令和３年第３回定例会

○総務文教常任委員会

〇福祉厚生常任委員会

〇建設経済常任委員会

〇一般会計決算・予算審査特別委員会

事件 の 番 号 件 名

議案第４６号 取手市政治倫理条例の一部を改正する条例について

認定 第 ７ 号 令和２年度取手地方公平委員会特別会計決算の認定について

事件 の 番 号 件 名

議案第５１号 令和３年度取手市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第５２号 令和３年度取手市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第５３号 令和３年度取手市介護保険特別会計補正予算（第１号）

認定 第 ３ 号 令和２年度取手市国民健康保険事業特別会計決算の認定について

認定 第 ４ 号 令和２年度取手市後期高齢者医療特別会計決算の認定について

認定 第 ５ 号 令和２年度取手市介護保険特別会計決算の認定について

事件 の 番 号 件 名

議案第５０号 令和３年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計補正予算（第１号）

認定 第 ２ 号 令和２年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計決算の認定について

認定 第 ６ 号 令和２年度取手市競輪事業特別会計決算の認定について

事件 の 番 号 件 名

議案第４９号 令和３年度取手市一般会計補正予算（第９号）

認定 第 １ 号 令和２年度取手市一般会計決算の認定について



認定第１号 令和２年度一般会計決算の認定

質疑通告一覧表

令和３年第３回定例会

質疑

順位
質疑者

質疑事項

（一般会計決算に係る事項）

質疑要旨

（質疑事項について具体的に記入）

決算書又は

決算報告書の

ページ等

１ 染谷和博

議 員

災害対策に要する経費に

ついて

１ 災害時用備蓄食料は全てアレルギ

ー対応食に切り替わったのか（アルフ

ァー米、乳幼児用粉ミルク、液体ミル

ク）

決算報告書

P57

プレミアム付商品券事業

について

１ 事業の効果 決算報告書

P199

２ 遠山智恵子

議 員

社会福祉協議会助成に要

する経費について

１ 前年度比で増えているが状況につ

いて

決算報告書

P80

民生委員に要する経費に

ついて

１ それぞれ担当地区で対応されてい

るが、コロナ禍の中では子ども達への

把握

決算報告書

P81



請 願 文 書 表

令和３年第３回定例会

受付

番号

受付

月日
件 名

請 願 者

（紹介議員）

付 託

委員会

２２ 8/23 取手市と龍ケ崎市・利根町

の図書館相互利用協定推進

を求める請願

取手市西２-15-12

小矢 勝義

（根岸裕美子）

総務文教

２３ 8/23 議会図書室の整備促進を求

める請願

取手市西２-15-12

小矢 勝義

（根岸裕美子）

議会運営

２４ 8/23 傍聴席を市民席と改名する

事を求める請願

取手市西２-15-12

小矢 勝義

（根岸裕美子）

議会運営

２５ 8/23 教職員定数改善と義務教育

費国庫負担制度堅持のため

の政府予算に係る意見書採

択を求める請願

茨城県水戸市笠原町 978-46

茨城教育会館 2Ｆ

茨城県教職員組合

杉山 繁 ほか 263 人

（山野井 隆）

総務文教



取手市と龍ケ崎市・利根町の図書館相互利用協定推進を求める請願

紹介議員 根岸裕美子

・請願趣旨

・図書館は、まちの宝物。みなさんに利用されてこその図書館であります。

・図書館は、日本の未来につながっています。

あらゆる種類の知識と情報が、たやすく入手できる地域社会の情報センターであります。

・我孫子市・取手市図書館相互利用協定書の締結（平成15年10月１日）されています。

ひき続いて、他市、他の町との協定推進方よろしくお願い申しあげます。

・請願事項

１ 取手市と龍ケ崎市・利根町の「図書館相互利用協定書」を締結すること。

２ 目標年度は令和５年度とする。

以上、地方自治法第124条の規定により請願いたします。

令和３年 ８月２３日

請願者

住所 取手市西２-15-12

氏名 小矢 勝義

取手市議会議長 殿

請願 第２２号

受付 令和３年 ８月２３日



議会図書室の整備促進を求める請願

紹介議員 根岸裕美子

・請願趣旨

・地方自治法に基づき設置義務があります。（自治法100条19、20項）

官報、政府刊行物の保管（政府、県）

法律、行財政、地方自治に関する文献の所蔵など

・議員による利用（一般人の利用も…）

立法機関としての条例制定や行政に対する監視機能のための情報収集、調査研究

・まちづくり、未来づくり（政策提案）のための調査研究の基となる参考資料が不足して

おります。整備方、よろしくお願い申しあげます。

・請願事項

１ 議会図書室の具体的整備（案）を作成すること。

２ 予算確保 令和４年度、５年度にて予算計上すること。

３ 整備目標 令和５年度まで

以上、地方自治法第124条の規定により請願いたします。

令和３年 ８月２３日

請願者

住所 取手市西２-15-12

氏名 小矢 勝義

取手市議会議長 殿

請願 第２３号

受付 令和３年 ８月２３日



傍聴席を市民席と改名する事を求める請願

紹介議員 根岸裕美子

・請願趣旨

・自治体の強みは市民の存在です。公共主体としての市民が、その力を十分に発揮するに

は、議会の話を聴いて参加、協働の機会を拡げる必要があると思います。

・市民として、本会議も委員会と同様に意見を述べる機会を持てるようにしたい。請願を

その契機としたい。

・議会の場合においては、市民自身が、身近な地域社会の課題に対し、自律的に関与し公

共的態度で臨むという、実践を重ねる場が、市民席（傍聴席）と考えます。将来、地方

自治法の改正も視野に入れて臨みたいと思います。

・請願事項

１ 市民参加、協働の機会を、更に拡げるために傍聴席を市民席と改名すること。

２ 必要となる条例等の制改定は、すみやかに実行すること。

以上、地方自治法第124条の規定により請願いたします。

令和３年 ８月２３日

請願者

住所 取手市西２-15-12

氏名 小矢 勝義

取手市議会議長 殿

請願 第２４号

受付 令和３年 ８月２３日



教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための
政府予算に係る意見書採択を求める請願

紹介議員 山野井 隆

・請願趣旨

学校現場では、新型コロナウイルス感染症対策による教室の消毒作業等や貧困・いじめ・

不登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを実現するための教

材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆたかな学び

や学校の働き方改革を実現するためには、加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改

善が不可欠です。

３月に改正義務標準法が成立し、小学校の学級編成標準が学年進行により段階的に35人

に引き下げられます。今後、小学校だけに留まるのではなく、中学校・高等学校での35人

学級の早期実施が必要です。さらに、きめ細かな教育をするためには30人学級の実現が不

可欠です。一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあ

りますが、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。義務教育費国庫負担制度に

ついては、「三位一体改革」の中で2006年度に国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下

げられました。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに

住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学

びを保障するための条件整備は不可欠です。

こうした観点から、政府予算編成において下記の請願事項が実現されるよう、地方自治法

第99条の規定にもとづき国の関係機関への意見書提出を請願いたします。

・請願事項

１ 中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級

について検討すること。

２ 学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員や少数職種の配置

増など教職員定数改善を推進すること。

３ 教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育

費国庫負担制度を堅持すること。

以上、地方自治法第124条の規定により請願いたします。

令和３年 ８月２３日

請願代表者

住所 茨城県水戸市笠原町978-46 茨城教育会館2Ｆ

氏名 茨城県教職員組合

杉山 繁 ほか263人

取手市議会議長 殿

請願 第２５号

受付 令和３年 ８月２３日



■7月・8月市内の年代別陽性者数の比較
　　R3.8.30現在

　　　　〈年代別陽性者数〉 　〈新規者・濃厚者数〉

　　年　代 7月（人） ８月（人） 7月（人） ８月（人）

　10歳未満 13 22 新規 73 144

10代 14 53 濃厚 73 175

20代 40 90 　計 146 319

30代 20 42

40代 26 47

50代 14 42

60代 13 8

70代 4 9

80代以上 2 6

　　　計 146 319

【7月と8月の比較】

〈陽性者〉　7月：146人　　8月：319人（173人増加)

〈年代別陽性者数の比較〉

　　　特に10代～30代の若年層の増加が目立つ　　　



■7月・8月市内の年代別陽性者数の割合
７月 ８月

7月 8月（1日～30日）
年代 陽性者(%) 年代 陽性者(%)
１０歳未満 8.9 10歳未満 6.9 

10代 9.6 10代 16.6 
20代 27.4 20代 28.2 
30代 13.7 30代 13.2 
40代 17.8 40代 14.7 
50代 9.6 50代 13.2 
60代 8.9 60代 2.5 
70代 2.7 70代 2.8 

80代以上 1.4 80代以上 1.9 

8.9 

9.6 

27.4 

13.7 

17.8 

9.6 

8.9 
2.7 1.4 

１０歳未満 10代 20代

30代 40代 50代

60代 70代 80代以上

6.9 

16.6 

28.2 
13.2 

14.7 

13.2 

2.5 
2.8 1.9 



新型コロナウイルス対策について

公明党 染谷和博

新型コロナウイルス感染症の自宅療養者に対する対応について

新型コロナウイルス陽性者は入院やホテルに入ることが出来ずに自宅療養を強いられています。

そのための対策が求められています。

1、 食料品を買い物したりゴミ出しを代行したりする支援を希望する人の対応。

2、 相談窓口が保健所だけのため孤立しがちである市としての相談体制の確立。

新型コロナワクチン接種を希望する妊娠中のかたとその夫・パートナーの優先接種を開始された。

更なる対策について

1， 配偶者以外の同居家族の優先接種について。

2， 陽性者になった場合お子さんへの対応について。

小中学校のコロナ対応について

1，新型コロナウイルス対策として文部科学省は、全国の幼稚園や小・中学校などに「抗原検査」

の簡易キットを配る方針を明らかにした。抗原簡易キットの使用について研修等は行うのか。



一般質問発言順序決定表

令和３年第３回定例会

一般質問１日目

９月２日（木）１０時開議予定

一般質問２日目

９月７日（火）１０時開議予定

質問

順位
質 問 者

質問

順位
質 問 者

質問

順位
質 問 者

質問

順位
質 問 者

１ 海東 ７ 関川 １ 根岸 ７ 山野井

２ 金澤 ８ 佐藤 ２ 鈴木 ８ 遠山

３ 小堤 ９ 加増 ３ 小池

４ 久保田 １０ 落合 ４ 細谷

５ 染谷 ５ 赤羽

６ 石井 ６ 関戸



１

一般質問発言通告事項一覧表

９月２日（木） 令和３年第３回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１ 海東一弘

議 員

土砂災害に関わる対

応について

１ 土砂災害（特別）警戒区域の点検等に関わ

る他機関との協議

２ ハザードマップの更新

３ 警戒区域内、周辺住民への注意喚起等

市 長

２ 金澤克仁

議 員

公共施設の利活用に

ついて

１ 学校施設の利活用

（１）令和元年第４回定例会で採択された「総

合型地域スポーツクラブ拠点確保に関す

る請願」の処理状況

２ 市の取組経過

３ 今後の方針

市 長

教 育 長

３ 小堤 修

議 員

取手市気候非常事態

宣言表明後について

１ 宣言表明からこれまでの取組

２ 第２次取手市地球温暖化防止実行計画

３ 自然災害と市民生活

市 長

４ 久保田真澄

議 員

女性の視点からの防

災対策について

１ 防災人材(女性)の育成

２ 防災備蓄品

３ 防犯パンフレット、防災ミニブックの活

用

市 長

女性職員の活躍にお

ける自治体の課題と

取組について

１ 市の現状

（１）女性職員の占める割合

（２）子育てに関する休暇

（３）残業

（４）有給休暇は取りやすいか

（５）女性管理職の占める割合

市 長

５ 染谷和博

議 員

電子決済の普及促進

について

１ 地方自治体と取り組む「あなたのまちを応

援プロジェクト」

市 長

コード化点字ブロッ

クによる音声情報案

内について

１ コード化点字ブロックの利用で誰ひとり

取り残されない社会の実現へ

市 長



２

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

６ 石井めぐみ

議 員

学校給食と食物アレ

ルギーについて

１ 現在の取組

２ 代替食

３ アレルギー対応の児童生徒に対する給食

費の免除制度導入

教 育 長

脱炭素社会の実現に

ついて

１ 取手市気候非常事態宣言後の取組

２ 2050年カーボンニュートラルに向けてど

のような施策を展開するのか

３ 企業支援

４ 風水害に強いまちづくり

市 長

７ 関川 翔

議 員

小中学校の感染拡大

防止対策について

１ 授業中に行っている感染拡大防止対策

２ これまでに中止や延期が決定した又、今後

成り得る学校行事

３ 他市オンライン授業参観の取組状況

４ オンライン授業参観のメリット

５ オンライン授業参観の今後の課題

６ オンラインを活用した今後の学校行事等

教 育 長

８ 佐藤隆治

議 員

市の子育て支援政策

について

１ 藤代中央保育所

２ 地域子育て支援センター

３ さらなる子育て環境の整備に向けて

市 長

９ 加増充子

議 員

西口開発について １ 区画整理事業

（１）残る１棟の地権者との移転協議・今後の

方針を問う

（２）Ａ街区への暫定駅前広場整備の進捗

（３）駅前交通広場の整備の現状と完成後の駅

前交通広場について市民説明会を行うこ

と

２ 再開発事業

（１）Ａ街区開発の現段階での計画案内容と策

定経過について市民説明会を行うこと

（２）都市計画案策定に当たり、公聴会を開催

すること

（３）市民合意のない再開発事業は中止するこ

と

市 長

１０ 落合信太郎

議 員

気候変動を踏まえた

雨水排水対策につい

て

１ 現状認識と今後の整備方針

２ 浸水被害を軽減する止水板や水で膨らむ

土のうへの助成制度

市 長



３

９月７日（火） 令和３年第３回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１１ 根岸裕美子

議 員

第２次取手市地球温

暖化防止実行計画の

目標達成に向けて

１ 第２次取手市地球温暖化防止実行計画の

進捗

２ 目的達成に向けての具体的計画

３ 達成の意気込み

市 長

１２ 鈴木三男

議 員

市営住宅について １ 市の市営住宅のこれまでの取組

２ 既存の市営住宅の現状と今後の取組

３ セーフティーネットとしての市営住宅

４ 民間アパート等を借り上げて賃貸する計

画は

５ 家賃滞納者の現状と徴収不能になった債

権の不納欠損処理

市 長

１３ 小池悦子

議 員

国民健康保険制度に

ついて

１ 国保税の賦課方式変更の影響

２ 国保基金を加入者に還元するべき

（１）国保税の引き下げ

（２）18歳以下の均等割全額免除

市 長

広域行政（一部事務

組合議会）について

１ 龍ケ崎地方衛生組合議会の構成自治体と

して、３組合の統合・複合化についての市の

見解を問う

市 長

１４ 細谷典男

議 員

「ポスト桑原」ふれ

あい道路沿道開発に

ついて

１ ふれあい道路建設の経緯・目的と維持管理

費

２ 沿道開発の課題

市 長

旧白山保育所付近の

排水問題について

１ 旧白山保育所の跡地利用

２ 今後の土地利用の展望

市 長

生活保護行政につい

て

１ 過去の不祥事をいかに是正してきたか

２ ケースワーカーは過重労働となっていな

いか

市 長

１５ 赤羽直一

議 員

消防行政について １ 洪水危険時の消防機能の維持

（１）消防機能維持のための、消防資機材の避

難計画はどのようになっているか

市 長



４

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１６ 関戸 勇

議 員

集中豪雨による内水

氾濫の対策について

１ 集中豪雨への新たな対策を検討すべき

２ 内水氾濫箇所への対応はどのように検討

されているか

市 長

洪水対策について １ 洪水ハザードマップを参考に道路の冠水

予測時間を想定し避難に生かすべき

２ 浸水地域から車での避難を想定した対策

は進んでいるか

３ 浸水地域の水位表示はできたのか

４ 流域治水についてどのような検討がされ

ているか

５ 田中調節池の越流堤を早く上流に移設す

るよう求めるべき

市 長

１７ 山野井 隆

議 員

教職員の働き方改革

について

１ 市の現状

２ 業務改善の課題

教 育 長

ワクチンハラスメン

ト対策について

１ ホームページや広報での周知を求める 市 長

１８ 遠山智恵子

議 員

取手版「保育の質ガ

イドライン」の策定

について

１ この間、公立保育所の民営化が強行されて

きた。改めて、民間保育園の保育士の配置基

準・処遇等のさらなる格差是正改善を求める

２ 世田谷区の「保育の質ガイドライン」策定

を提起する

市 長

「だれ一人取り残さ

ない」ための行政運

営について

１ 収束の兆しの見えないコロナ禍の中、子ど

もたちもストレスや不安を抱いている。大人

の責任で子どもたちの気持ちに気付き向き

合い、子どもを通して家庭の様子もキャッチ

していくことが大切。そのために、スクール

ソーシャルワーカーの増員を求める

２ 公共施設や学校トイレに生理用品を設置

することで、市民に対し「待つ」のではなく

市行政として積極的な姿勢を示すべき

市 長

教 育 長

放課後子どもクラブ

の民営化について

１ いよいよ10月からの民営化（３クラブ）が

進められるが、あらためて市の責任を問う

２ これまで指摘してきた、児童クラブと子ど

も教室とを分ける件はどうなったのか

３ 他クラブについては、今回の委託契約期間

３年の間で検証した上で、その後の在り方を

考えるべきではないか

教 育 長


